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芳明は、血の気のない唇をギュッと噛んだ。

黒羽が愛しているのは、自分ではないとわかっていても、この体も心も彼を拒めな

い。

社で芳明が黒羽の封印を解いてしまったように、自分の中の吉明の魂も長い封印

から解き放たれ、目覚めてしまったのかもしれない。

陰陽師だった彼は、無意識に自分の魂に呪いをかけていたのではないだろうか。

──黒羽が愛しい。

それは、吉明が残した最後の想い。祈りにも似た無垢な感情だった。魂の奥深くに

刻まれた呪いは、今も心を支配している。

（バカ、みたいだ…）

最初から、抗うだけ無駄だった。自分は吉明ではないと、どれほど叫んでみたところ

で、自分の魂の核はあの陰陽師と繋がっている。

芳明自身ですらこんなに揺らいでいるのだから、黒羽が、芳明とかつて彼を裏切っ

た恋人との見分けがつかないのも、当然なのかもしれない。

それに、黒羽は封印されたことを裏切りだと怒っているけれど、吉明のほうに裏切る

気持ちがあったのかどうかも怪しいものだった。

（俺は、前世の自分に嵌(は)められたのか…？）

何百年か後に生まれ変わった自分と黒羽が再会することを、いかに吉明が優れた

陰陽師だったとしても、予知できたとは思えない。

それでも、吉明は願ったのではないだろうか。

いつか、黒羽が目覚めるはるか未来にも、彼が孤独ではないようにと。自分の魂が、

彼に寄り添っていられるようにと。

けれど、それは紛れもなく呪い、だ。神である黒羽を、永遠に自分の魂に繋ぎ止めよ

うとする強力な呪い。たとえ、黒羽自身が最もそれを望んでいるとしても。

（なんか…、吉明って、嫌な奴だな）

あの夢だけでは、吉明がどんな陰陽師だったのかまではわからない。

強引な黒羽に体を貪られている印象ばかりが強かったけれど、冷静になって考えて

みれば、一(いち)途(ず)な男の気持ちを、自分に都合よく利用していたようにも思えな

くはなかった。

黒羽があれだけ慕っているんだから、二人が愛し合っていたことは間違いないだろ

うが。

（安倍晴明にも匹敵するほどの力を持った陰陽師、か…）

黒羽が自分に吉明の面影を押しつけてくるから、反発しか感じていなかったけれど、

自分の前世だという男に少し興味が湧いた。

（黒羽…）

呼びかけても、返事はない。



芳明が目覚めた時には、その姿はベッドの上から消えていた。左目に微かな冷気を

感じるから、依代の中で眠っているのだろう。

芳明を抱いて、満たされて、安心したのかもしれない。

（まったく…。人を貪るだけ貪っといて…）

気(け)怠(だる)い四肢は、人肌のぬくもりがまだ恋しくて、（寝顔くらい見せろよ）と、

胸の内でそっと責めた。

それでも、自分は黒羽を憎めない。何をされても拒めない。吉明のかけた呪いが、

心を縛っている限り。

（疲れた…）

冷えた自分の肩を抱え、芳明は毛布の間に潜り込んで目を閉じた。
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